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国際連携活動について

理化学研究所量子コンピュータ研究センター
中村 泰信

資料2



①国際ワークショップの開催や国際共同
研究などの国際連携の推進

②知的財産の管理・国際標準化に関する
拠点間での戦略の共有

③企業技術者の受け入れによる共同研究
などの産学官連携の推進

④若手研究者の参入や機関・研究分野を
越えた人材育成の強化

量子技術イノベーション拠点
拠点構成

量子技術イノベーション拠点
（Head Quarter)
理化学研究所

量子センサ
（東工大）

量子マテリアル
（NIMS）

量子セキュリティ
（NICT）

量子生命（バイオ）
（QST）

量子ソフトウェア
（阪大）

量子デバイス開発
（産総研）

量子コンピュータ
利活用

（東大－企業連合）

超伝導量子コン
ピュータ開発
（理研）

中核組織：理化学研究所

量子技術
イノベーション拠点

推進会議

①国際連携分科会

②知財・標準化分科会

③産官学連携分科会

④人材育成分科会

推進体制

2



国際シンポジウム Quantum Innovation 

https://quantum-innovation.riken.jp/

The International Symposium on Quantum Science, Technology and Innovation 
（略称：Quantum Innovation 2021）

3

【開催趣旨】
世界から量子情報技術に関する産学官の関係者が一堂に会し、量子情報
技術に関する技術や実用化動向を情報発信するとともに、量子情報技術に
関する国際協力を推進する。

【方針】
• 量子技術イノベーション拠点と日本の量子プロジェクトが一体となった国際シ
ンポを開催することで、日本の量子技術のプレゼンスを向上させる。

• 世界各国の政府関係者や量子技術のキーパーソンが交流することで、国際
協力の強化や新たな国際連携のきっかけとする。

• 若手研究者に発表の場を設けることで、人材育成の場とするとともに、若手
研究者の国際的なアピールの場とする。



〇国際連携分科会
国際シンポジウムのステアリング (開催地、
開催時期、組織委員等の決定)

〇国際シンポジウム2021 組織委員会
国際シンポジウム 2021 の運営

〇組織委員会 2021 委員（敬称略)
中村 泰信 理化学研究所 [General Chair]
今井 浩 東京大学
岩﨑 孝之 東京工業大学
北川 勝浩 大阪大学 [Track Chair]
黒田 隆 物質・材料研究機構
酒井 忠司 東京工業大学
佐々木 雅英 情報通信研究機構 [Track Chair]
武岡 正裕 慶應義塾大学
田中 宗 慶應義塾大学
谷 誠一郎 NTT
谷澤 佳道 東芝
富田 章久 北海道大学教授
根本 香絵 国立情報学研究所
平野 琢也 学習院大学
藤井 啓祐 大阪大学
藤原 幹生 情報通信研究機構
向山 敬 大阪大学
森 貴洋 産業技術総合研究所
横谷 明徳 量子科学技術研究開発機構

[Track Chair]
Rodney Van Meter 慶應義塾大学

4

運営体制



○日時：2021年12月７日(火)～９日(木)
○場所：赤坂インターシティコンファレンス（AICC)

※初日の一部以外はオンライン開催
○主催：内閣府、文科省、理研、阪大、東工大、NICT、AIST、

QST、JST
○後援：総務省、経産省、東大、NIMS
○出席者：参加者総数 約1,200名

※※海外の産学官関係者等 約450名含む
○主なプログラム
・初日：オープニングセッション

Plenary Talks（国内外の産学官の代表者）
Keynote speeches（著名研究者からの技術トピック）

・２日目～：技術セッション
（①量子コンピューティング、②量子センシング、③量子暗号・通信
の３分野パラレル構成）

・２日目：若手人材育成に関するセッション

開催概要

小林大臣メッセージ

田中副大臣ご挨拶

大野議員（量子議連）
ご挨拶
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プログラム概要と視聴人数
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時刻
[JST]

Dec. 7 
(Tue.) Dec. 8 (Wed.) Dec.9 (Thu.)

Plenary 
sessions Computing Sensing Cryptography & 

Communication Computing Sensing Cryptography & 
Communication

AM
8:00-
12:00

Afterno
on
12:00 -
17:00

Evening
17:00 –
21:00

Night
21:00 –
25:00

Opening 等
約 300名

Keynote
speeches
約 500名

Solid-state 
quantum sensor 1
等
約 130名

Short 
presentations by 
young researchers
約 400名

Q-sensors for life 
science等
約120名

Quantum
computers等
約 350名

Young 
Researcher 
session 等
約 200名

Quantum 
Internet I
約 100名

Young researcher  
panel session 
約 40名

Quantum 
Internet II
約 80名

Quantum 
cryptography
約 100名

Atom/ion 
clocks
約 60名

Atom Inter-
ferometers
約 90名

Challenges for 
quantum 
technology
platform 等
約 70名

Toward FTQC
等
約 200名

Quantum 
Algorithms等
約 170名
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次回Quantum Innovation 方針 (案)

• 引き続き、量子技術イノベーション８拠点と日本の量子プロジェクトが
一体となっての開催を目指す

• コロナのリスクを考慮し、QI2021 と同様、オンラインでの開催を想定
• 令和４年11月-12月の開催を想定

• 今後、国際連携分科会で方針を決定する予定
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量子技術イノベーション拠点活動まとめ

• 量子技術イノベーション拠点の下に国際連携分科会を設置
• 国際連携分科会の下、組織委員会が国際シンポジウム

Quantum Innovation 2021を実施
• Quantum Innovation 2021では、日本の量子関係の主なプロ
ジェクトが集結し、共催

• 世界トップレベルの量子関係者がオンラインで講演
• 37か国より 1,200 名が参加登録
• 次回 Quantum Innovation を計画中
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国際連携の課題
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国際連携、国際共同研究、人材交流等の現状や課題等

• 現状：絶対数が少ない
– 理論研究 アイデアの交流 共同研究・論文あり

人材交流 少ない
– 実験研究 試料・材料交換 （例：hBN・ダイヤモンド・同位体制御Si基板）

人材交流 圧倒的に少ない

• コロナの影響で人材交流が困難な状況
– 出国は可能だが入国が困難
– 既存の連携はよいが新しいつながりを作ることが難しい

• （国際）連携 ＝ 信頼関係（人間的・科学的・技術的）



国際連携の強化・充実を図るための仕組み
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仕組み・体制・政府支援・研究開発の在り方（あるべき政策・施策、世界トップ研究者と接続
するための拠点の在り方、国際連携の在り方、国際共同研究、人材交流等の活性化等）

海外研究者・学生が訪日・滞在・移籍したくなる仕組み
• サポート体制の強化（スタッフ・英語化）
• 「おもてなし」の心＋「思いやり」予算
• オープンな研究開発
• 研究的・物理的に「見える」拠点
• 入出国規制の合理化

国内研究者・学生が海外で議論・滞在したくなる仕組み
• 使いやすいサバティカル制度・そのためのサポート
• 短期・長期滞在支援（随時受付）
• 学生・若手研究者 国際会議＋研究室訪問出張サポート（随時受付）

人材交流のきっかけを作る仕組み
• 国際研究会（対面・小規模ワークショップなど）開催サポート
• 情報発信力強化



https://www.quantum.gov/wp-content/uploads/2021/10/2021_NSTC_ESIX_INTL_TALENT_QIS.pdf

国際人材の重要性
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